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目　　　的
　私たちは自然の中から多くの魚を利用して
いますが、漁獲する魚が多すぎると数が減少
して継続的に利用できなくなってしまいます。
いつまでも魚を利用し続けるには、資源管理
によって漁獲圧を適切な大きさに保つことが
必要です。本研究では、獲りすぎた翌日に休
漁することにより漁獲圧を大きくしすぎない
試みが太平洋のマサバ資源をどのように・ど
のくらい回復させたかを調べました。

方　　　法
　巻き網漁業による漁獲データを用い、漁業
者がどのようなときにどのくらい出漁するか、
出漁したらどのくらいの漁獲量が得られるか
を予測する数学モデルを作りました。休漁に
よって、かえって漁獲圧が増加する可能性を
調べるため、休漁直後や資源の増加で出漁隻
数が増加する効果もモデル化しました。その
モデルでシミュレーションを行い、休漁を実
施しなかった場合の漁獲量・資源量を計算し、
休漁があるときの漁獲量・資源量と比較しま
した。 

結　　果
　出漁隻数やサバの漁獲量は月やサバの資源
量などの様々な要因に影響されていました。
また、休漁直後や資源の増加で出漁隻数がか
えって増加することはほとんどないか、あっ
たとしてもその影響は小さいと推定されまし
た。結果として、5年間でのべ131日間実施
された休漁はマサバ資源への漁獲圧をたしか
に減少させたこと、管理開始から5年目の資
源の量は、休漁なしの場合に推定された量の
約1.4倍に相当することがわかりました（図）。

波 及 効 果
　休漁のような間接的な資源管理の方策は実
施しやすい利点がありますが、効果を数字で
表すことが難しいという欠点がありました。
また、管理の導入が漁業者の行動を変え、管
理の効果を打ち消す可能性も心配されていま
した。本研究では、これらの問題点を克服す
るための方法を開発し、実際にマサバ資源に
あてはめて、休漁の効果を数字にすることが
できました。このような方法は、将来の管理
方策の改善に役立ちます。
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図　シミュレーション結果の要約
（1000回のシミュレーション結果の中央値）

漁獲量は年の積算、資源量は年の終わり時点での資源量。子
どもの量は毎年自然に変動し、魚の量を変化させるが、それ
らの条件を同じにして休漁あり・なしの場合を比較すること
で休漁の効果を数字にできる。


